
18 ヒュミヂチー・ヂップかと思われる現象

には多くの湿度上昇と下降がみられたが，これにはいず

れも温度の下降と上昇が伴なっているに反して，23hす

ぎの湿度低下に際しては温度の上昇がなかったことが最

大特徴である．

　いかにしてこのような現象が生じたのかはわからな

い．強いて推論すれば，何かの原因で空中に大きな水滴

ができた場合は付近の空気が飽和していなくとも水滴表

面では飽和しており凝結して水滴がさらに成長し・その

ため周囲の空気の水蒸気量はますます減少していってか

㌧る現象を起したのではないかと考えられる・
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　本書はGirolamo　Azzi：A9「icultu「al　Ecology・

Constable　and　Company　LTD．，London，England，

1956のほん訳である．なお原著はイタリア語である．

著者Girolamo　Azzi博士は1885年にイタリアに生れ

現在イタリアのPerugia大学の教授である．かねて国

立気象学，農業生態学中央事務局長である．」

　農業生態学とは著者の定義によれば，「作物の発育な

らびに収量に関し量的（収穫高），質的（生産物の量質）

および遺伝的（種物の性質）の見地から環境すなわち気

候および土壌などの物理的特性を研究する」学問であ

る．要するに農作物を通じて，その環境を把握すること

が農業生態学の目的といえるだろう．

　本書は4部27章にわかれ，これに方法論その他がつけ

加えられている．

　第1部は12章までで「農業気候学」であり，第2部は

13章，14章で「土壌単位と気候　　土壌の複雑な関係」

であり，第3部は15章から23章までで「作物の収量と生

態学的特性」である．第4部は24章から27章までで「条

件因子の組合せと収量の解析」となっている．

　第1部の中心課題は「気象当量（Meteorological

eqnivalent）」である．「気象当量」とは農作物が生育し

てゆく上に，被害をうけるか受けないかという，気象の

限界値である．この気象の限界値を決定するに当って，

農作物の生育期間をphenologyにもとづいて，いくつ

かのperiodにわけ，このperiodの中でもっとも農

作物の収量に大きな影響を与えるperiodをcritical

periodとして「重要な気候指数の基盤」としている．

そして農作物の各periodについての「気象指数」を決

定しているのであるが，その方法は確率的な考えに立っ

て独特な方法を用いている．

　農作物の生育にもっとも大きな影響を与えるcritical

periodについての「気象当量」を利用して気候の系列

（気候軸）を送りこれによって気僕表示や気候式の表現

も工夫’している．

　そのほか1部の中には，麦の出穂に関連して，新しい

意味における積算温度の法則ともいうぺきものがみられ

るし，「植物の発育に対する月光の影響」などもあって

深く興味をそそられる．

　第2部は土壌の化学的能力・各土壌に対する農作物の

乾燥抵抗陸または湿潤抵抗性・各土壌の作業能率などを

もとにして，土壌の系列を決定し，この土壌の系列を前

記の気候の系列（気候軸といっている）と組合わせて土

壌と気候の総合単位の表現を案出している・

　第3部は作物の収量というものを，生産力と抵抗性と

いう両面から解析し，これと環境条件との交渉を農作物

の生育の速度・重量・構造というものによって，理論的

に体系づけている．またこれに関連して春化処理にも言

及しているが，従来の春化処理というものよりも，日長

効果を含めた広い意味での春化処理という概念に立って

説明してある所は，面白いと思う．

　第4部は複雑な自然機構のなかで，農事試験によって

いろいろな条件に対応する農作物の効果を確かめる独特

な方法について述べてある．そしてこの基礎となってい

るものは，収量は生産力と抵抗性とのbalance上に立

っているという考である．この農事試験の実験計画法を

利用して，環境の解析すなわち生態条件との関連を把握

する方法を示している．

　以上が本書の内容の概略であるが，全体を通じていえ

ることは，生態環境の把握に対する独創的な方法であ

る．その方法についてはいろいろな疑義もあるかもしれ

ない．また多少独善的と思われる所も少なくない・しか

し概念の新鮮さという点について，深く敬意を払うもの

である．農作物という生物と，その自然環境という物理

的な条件をマッチさせるにあたって，phenologyに新

らしい意義を与え，農作物の収量というものを新らしい

角度から解析してみせたざん新さには強くひかれるもの

がある．またつねに農業の生産性を見失わないで，農業

気候学なり農業生態学なりを体系化しようとした点は・

将来の農業気候などの概念上の指針として大きな意義が

あるもとのいわれなければならない．（荒井隆夫）
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